
 

 

 

 

 

４月６日（火）行方の肥沃な台地（麻生中）に８１の夢の種をまきました…。 

              「収穫はできないかもしれないが，できるだけ多くの種をまこう！！」 

「あつく生きる」 熱い…一生懸命，精一杯  厚い…思いやり  篤い…誠実，心がこもっている 

～行方市立麻生中学校 第２学年 過去最高の学年を超えるための学年通信～        第１４粒 令和４年２月２８日（月） 

 

 

簡単に言えば，つまり，目標があるかどうか？ 

１８６４年 江戸時代 吉田松陰（よしだ しょういん）『松村文祥をおくる序』 

時代は江戸末期。場所は長州藩（現在の山口県）です。激動の幕末を日本のために生きた吉田松陰の言葉です。彼が１６歳，友

達の松村文祥が修行に旅立つときに「贈る言葉」として送られたものです。今月の卒業のようなものです。 

意味は「人としての生き方が優れているかどうか，仕事や勉強がうまくいくかいかないかは，『志』があるかどうか，つまり目標が

きちんと定まっているかいないかによる。」だから目標をもちなさいと強調しています。 

「目標があればやる気も出てくる。目標とやる気があれば，どんなに高いレベルにも到達できる，どんなに

むずかしいことも出来ないことはない」 

 と話しています。３年生は３月３日（木）に茨城県立高校入試を迎えます。２年生のみなさんも，受検と呼ばれる日まで１年を切るわ

けです。また，今月は卒業式がある，とても大切な月であり，同時に２年生のまとめの月となります。 ３年生をどのように送り出すか

で，来年の卒業式が決まると言っても言い過ぎではありません。この１ヶ月は何より，非常に大切な１ヶ月なのです。「誰もが一生の

宝となるような卒業式」にしていきましょう！！ 
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1 火 17 木
2 水 18 金
3 木 茨城県立学力検査 19 土
4 金 茨城県立特色選抜 20 日
5 土 21 月 春分の日
6 日 22 火
7 月 ３年生送る会 23 水
8 火 24 木 修了式
9 水 25 金 ～春休み
10 木 26 土
11 金 第10回卒業式 27 日
12 土 28 月
13 日 29 火
14 月 茨城発表　⑤時間授業 30 水
15 火 31 木
16 水

部活終了時刻１６：４５ 

完全下校時刻１７：００ 

【今月の生活目標】 

○１年間を振り返り，学習と生活のまとめをしよう。 

 ・１年間の反省をしよう。 

 ・進級や進学に向けた心構えをつくろう。 

 

努力をして，後悔した人を見たことがない。 

 練習をして，下手になる人もいない。 

 勉強して，バカになる人もいない。 

 何かをして変わった人はいても 

         何もしないで変わった人はいない。 

一つ，つらいことが多いのは感謝を知らないから 

一つ，苦しいことが多いのは自分に甘えがあるから 

一つ，悲しいことが多いのは，自分のことしか考えないから 

一つ，怒ることが多いのは，わがままだから 

一つ，心配することが多いのは，今を懸命に生きていないから 

一つ，行き詰まりが多いのは，自分の心を開けないから 

受検までとうとう３６５日を切ります。と同時に今年のクラ

スももうすぐ解散…このめぐり合わせはみんなにとってどう

いうものだったのか？大事なものは何なのか？本当に大切

な人が誰なのかを知り，人の心の温かさを知り，様々な１年

間だったでしょう。残りの日，クラスを大事にしてください。 

 



 

 

 

 

 


